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平和堂旅行センター※1の各営業所スタッフが、それぞれ地元情報を
収集しツアーを企画して「じもとりっぷ」として販売しています。この「じもと
りっぷ」は、普段は見過ごしてしまうような風景や生活を見ることができる
のが最大の魅力です。“じもとガイド”が同行するため、地元ならでは
の楽しい話を聞きながらゆったりとした旅を満喫いただけます。
地元名産のお土産が付いて地元のおいしさを
味わっていただくツアーや、船に乗る、馬車に
乗るツアーなど、さまざまな趣向を凝らした
企画があり、それぞれの地域の良さを発信し、
地元の人のようにその土地を楽しんで欲しい
という願いを込めています。

ご担当者様の声

　昨年11月、子どもの笑顔スポンサー第1号の平和堂様から
県内すべての子ども食堂にと、心のこもった贈りものをいただき
ました。いただいた子ども食堂スタンプ入りの商品券を架け橋に
して、それぞれのまちの平和堂で、従業員の方々もお客さんも、
もちろん子ども食堂のボランティアさんも子どもたちも、みんな
の笑顔がつながっていくようです。
心から感謝しています。

滋賀県社会福祉協議会

～まちの暮らしの中になくてはならないお店づくり～
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地域密着ライフスタイル総合企業を
目指して

滋賀の子ども食堂に笑顔の贈りもの

メンバーの声

　地域のお子様たちと食を通じてふれあい、
ちびっ子シェフの笑顔を見ることができ、楽しく
お仕事ができました。この体験で人との
つながり、食べることの楽しさ・大切さ
を感じていただけたらうれしいです。

フレンドマート日野店 堀江 清美

地域の皆様のお役に立ち、楽しんで
いただきたい

▲終了後には店長から子どもたちに「修了書」を授与させてい
ただきました。

▲

▲

人気のウサギオムライス
の見本作りをお手伝い

▲参加した子どもたちから
は、お礼の色紙をいただ
きました。

　滋賀県内にある子ども食堂※2は全国的にみても非常に多く、現在90か所を超えて
います。平和堂では2017年11月に滋賀県社会福祉協議会が中心となって立ち上げた
「子どもの笑顔はぐくみプロジェクト※3」のスポンサー第１号として寄付・支援をはじめ
ました。第1回目は、県内73店舗で活用できる商品券165万円を贈呈しました。今後
は、半年単位で年600万円を目途に継続的に寄贈するとともに、店頭では「子ども
食堂応援募金」を実施し、合わせて支援してまいります。
　子ども食堂には毎回多くの子どもたちが訪れ、はじめは緊張して口数の少ない子ども
も、回をかさねるうちに打ち解けていき、異年齢の子と遊んだり小さな子の面倒を
みてくれたりと笑顔がどんどん増えています。ここを
訪れる子どもたちにとって“ほっ”と安心できる場所で
あるとともに、こうした取組みを通して困っている人を
放っておかない地域づくりに、今後も貢献していきたい
と考えています。

　子どもたちの思い出作りのお手伝いと、地域のお客様に親しんで
もらう取組みとして、春休み・夏休み期間に一部のクッキング
サポート実施店舗で、クッキングサポート「お仕事体験」を実施
しました。小学生を中心に毎日１組ずつクッキングサポートの

盛り付けや料理
のおすすめなど
を体験していた
だきました。
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スタッフの声

ライフサービス事業部 旅行課
（平和堂旅行センター）

（左から）小方 広章、種村 基、徳永 大介

地域密着を目指したまちあるきの商品企画について

“じもとガイドさん”と
 “まちあるき”で新しい発見！

旅を通じて地域貢献
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子どもたちの笑顔は未来の宝物
子ども食堂への支援

※1  平和堂旅行センター　http://travel.heiwado.jp/
　　平和堂旅行センターは滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・福井県・石川県・
　　富山県・岐阜県・愛知県の2府7県の28店舗で営業しています。

コーディネーター
コーディネーター
事務局次長

　企画にあたっては様々な苦労もありましたが、地元の方でもあまり
知られていない場所を訪れるなど魅力あふれる内容を準備できました。
次回は10月～3月出発で平和堂ならでは
のツアーを7月下旬に発表させていただく
予定です。ご期待ください！

●おわら風の盆の舞台を
訪ねて（富山県/富山市）

●忍びの里 甲南（滋賀県/
甲賀市）
●加茂・当尾の古刹と石仏を
巡る（京都府/木津川市）

設定ツアー（例）

▲まちあるき風景

▲2018年4月6日実施：じもとりっぷ彦根の様子

▲ビハーラ子ども食堂（彦根市）

▲子ども食堂支援金寄付贈呈式

▲子ども食堂応援
　募金箱　

黄瀬 絢加様 
原田 優美様
谷口 郁美様

（左から）

創業以来「地域になくてはならないお店」をめざして取り組んできた平和堂。
暮らしに寄り添いながら、子どもから高齢の方まで安心して暮らすことができ、笑顔にあふれるまちづくりにこれからも貢献していきます。

※2 子ども食堂
貧困家庭や孤食の子どもに対し、食事や安心して過ごすことのできる
場所を提供することを目的に始められた社会活動で、最近では地域の
すべての子ども、親、地域の大人など、対象を限定しない食堂も増えて
います。地域のボランティアなどで運営し、公民館等の公的施設で
月1～2回程度開催の食堂が多いです。

※3 子どもの笑顔はぐくみプロジェクト
滋賀県社会福祉協議会が事務局となり、知事や県経団連会長等が
呼びかけ、スポンサーを募集し、子ども食堂支援を中心に子どもを守る
ことを目的にしたプロジェクト。


